
寄
附
・
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

9
月
21
日
、
関
東
鉄
道
株
式

会
社
（
本
社 

土
浦
市
）
か
ら

創
立
１
０
０
周
年
事
業
の
一
環

で
「
地
域
の
将
来
を
担
う
こ
ど

も
た
ち
の
安
全
を
守
る
こ
と
を

目
的
」
と
し
て
、
市
内
全
小
学

校
の
１
年
生
に
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

型
反
射
材
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
交
通
安
全
・
交
通
事
故

予
防
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

8
月
31
日
、
株
式
会
社
南
海

工
業
か
ら
「
児
童
の
成
長
と
教

育
の
た
め
に
」
と
、
岩
井
第
二

小
学
校
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
一
式

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
贈
は
、
株
式
会
社
常
陽 

銀
行
の
寄
贈
サ
ー

ビ
ス
付
私
募
債

「
未
来
の
夢
応
援

債
」
に
よ
る
も
の

で
す
。

昭
和
48
年
4
月
に
猿
島
町
議
会

議
員
に
初
当
選
し
、
平
成
13
年
3

月
ま
で
持
ち
前
の
行
動
力
の
も
と
、

住
み
良
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
経
済
常

任
委
員
会
委
員
長
や
広
報
編
集
委

員
会
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
を
歴
任
さ
れ
、
行
政
運
営

に
対
す
る
明
快
な
問
題
点
の
指
摘
、

ユ
ニ
ー
ク
な
改
善
策
の
提
案
や
、

行
政
に
対
し
て
運
営
努
力
を
促
す

な
ど
、
精
力
的
に
活
動
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
、
昭
和
60
年
4
月

か
ら
11
月
ま
で
猿
島
町
議
会
副
議

長
と
し
て
議
長
を
補
佐
し
、
当
時
、

逆
井
地
区
に
残
る
中
世
期
の
城
跡

遺
跡
が
、
空
堀
な
ど
の
遺
構
を
よ

く
残
し
な
が
ら
も
荒
れ
果
て
る
こ
と

を
憂
い
、
公
園
化
を
推
進
す
る
た

め
議
会
内
外
の
意
見
を
積
極
的
に

調
整
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

現
在
も
多
く
の
人
の
憩
い
の
場
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
逆
井
城
跡
公
園

の
整
備
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
の

旭
日
単
光
章
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章

高
齢
者
叙
勲

高
齢
者
叙
勲元猿島町議会議員

片倉 純孝さん
（沓掛）

叙勲受章 おめでとうございます叙勲受章 おめでとうございます

Ａ
Ｅ
Ｄ
で
救
命
措
置

従
業
員
２
人
に
感
謝
状
贈
呈

9
月
7
日
、
坂
東
消
防
署
で
救
急

事
故
の
消
防
協
力
者
、
諏
訪
幸
三
さ

ん（
古
河
市
）と
鯉
渕
真
実
さ
ん（
矢

作
）
に
坂
東
消
防
署
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
ゴ
ル
フ
場
従
業
員
の
諏
訪

さ
ん
と
鯉
渕
さ
ん
は
、
5
月
30
日
に

勤
務
す
る
ゴ
ル
フ
場
で
プ
レ
ー
中
の

男
性
が
急
に
意
識
を
失
い
倒
れ
た
救

急
事
故
に
お
い
て
、
い
ち
早
く
１
１

９
番
通
報
を
行
い
、
二
人
で
協
力
し

生
命
の
危
機
に
瀕
す
る
傷
病
者
に
対

し
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
迅
速
か
つ
適
切

な
救
命
措
置
を
行
い
ま
し
た
。
救
急

隊
が
到
着
す
る
前
の
勇
敢
な
行
動
に

よ
り
、
尊
い
人
命
を
救
命
し
た
行
為

は
社
会
的
模
範
で
す
。
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